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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
人工網膜移植治療が臨床応用されようとしているが､施行後の視力
が予測出来るかどうかは重要な問題である｡本研究では光干渉断層計
を用いて､視力との関係を検討した｡網膜色素変性症の86眼に対して､
光干渉断層計検査を施行し､黄斑部網膜厚と視神経乳頭周囲網膜神経
線維層厚を測定､中心寓水平像における視神経内節/外節境界線の観
察を行った｡その結果､外輪円領域の網膜厚と視力には相関が見られ
なかったものの､内輪円領域の網膜厚は視力と相関することが示され､
さらに､内節/外節境界線の存在が良好な視力と相関があることが明
らかとなった｡本研究は､網膜色素変性患者において光干渉断層計に
よる分析が視力の他覚的所見として使えることを示し､今後の人工網
膜移植治療-の応用を可能とした点で､価値ある業績であると認めら
れる｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
